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児童の色彩表現に関する研究
　色造形紙を用い た図画工作科授業をとお して
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1．は じめ に

　小学校の 図画工 作科授業は、ヒ トの 発達過程 に お い

て 共通 に 体験す る 色彩教育で ある 。 授業の 中で と り扱

われる多岐の 課題 の 中 で特に 工 作課題は色彩表現ばか

りで な く、 立体表現や空間表現の学習にお い て 大きな

影響力を持 つ もの と して位置づけされる 。

　前報 で は小学校図画 工作科担当教員 へ の ア ン ケート

調査か ら授業の 中で の 色彩指導の行われ方、教師自身

が子 どもの 色彩嗜好の傾向をどの よ うに把握 して い る

の か、予測結果 に つ い て報告 した
〔n

。 本報告 で は 、 小

学校 1年生を対象と した図画工 作科の 実験授業を計画

実施 し、前報との 関係を分析した。 実験授業は、色ば

か りで な く、切 る、折る 、貼る、曲げると い う造 形操

作をともなう紙工 作をと りあげ、出来あ が っ た作品か

ら子 どもの 色の 嗜好性 、 色と形の組 み合わせ に見られ

る子 どもの 表現能力、興味の対象を明らか に した 。 本

報で は そ の 中の 色の嗜好と色と形 の 関係に つ い て 報告

す る。

2 ．実験授業

　図画 工 作科実験授業は大阪市立 H 小学校 1年生、全

3 クラ ス （108 名、男子 49 名 ・
女子 59 名）を対象

に行 っ た 。 授業課題は 「す きな い ろ 、い ろ い ろなか た

ちをたたせ て み よ う 」 で ある 。 すなわ ち色造形紙（表

1 ：教師の ア ンケ ー
ト調査 で 使用 したもの と 同 じ）、に

よる立体造形 活動 を課す授業 で ある 。

3 ．実験方法

　実験は 3 クラス とも図画 工 作室で 行 い 、第 2 ・3 時

限（100分授業）を 3 日間同 じ内容 の 授業で 3回行 っ た 。

指導担当教員は 3 クラ ス とも別人 で あ るが基本的に 同

じ指導内容と した 。 キ
ー

ポ イ ン トとなる指示は 4 項 目
で あ り、授業の 進行順は以下の と お りで ある 。

　 1 ）各グル ープ ごとに教室横 に 用 意した 20 色 の 色

造形紙の 中か ら
一

番好きな色を 1色選択させる 。

　2 ）先 に選択 した色造形紙を土台（台紙）と考え、そ

の 上に乗せ る色を 2色選択させ る 。 色選択には台紙の

色に 「合う、似合 う」 と思 う色 の 条件を付けた 。

　 3 ）工作内容で ある 。 最初に 選択した
一

番好 きな色

を土台（台紙 ）と し、次 に選択 した 2色の 色造形紙か ら

自由 に い ろ い ろ な形、好 きな形 を作り、その 形を立体

的に 立たせ て貼 らせ る 。 その ときに何を作 っ て い るの

かを考 えなが ら作 る こ とも加 えた 。

　 4 ）作品に表題 をつ ける。

4 ．実験授業の 結果及び考察

2−1．子どもの 色の 嗜好性

　 「子 と
’
もが第 1番目に 好 きな色」 と し て 選択 した色

造形紙と前報に お い て子どもが選択するであろ うと教

師が予測 した色の関係を子 どもと教師 の 選択比率 と し

て 表 したもの が図 1で ある 。 子 どもが 1番目に選択 し

た色 を男女別 に見る と どち らも青系色相の 選択数が 上

位 だが、男子は A − 5 、女子は B − 6 と明度の 違 うも

の が選ばれ て い る 。 なお、男子 は 2番目、3 番目の 選

択色で は A − 4の 緑系、女子の 2番目選択色は B − 8
の 赤系 が 、3番目選択色で は B − 9の 黄系が上位に選

択さ れた 。 1番 目に選択 した色造形紙 の色相を基本に

し、2 ・3番目に選択したそ れ ぞ れ 2色の 色造形紙と

の 配色関係を色相分類を中心に見 て い くと、 1番 目選

択色 の赤系 を基本色と した 配色で は黄〜黄赤系 、紫系

との組み 合わせが多い こ とに よ り、 類似と中差配色が

同程度見 られた 。 1番 目選択色が黄赤系で の 類似配色

が全体の 半分を占めた 。 1番目選択色で 黄緑系、緑系

を選んだ子 どもは少なか っ たが 、2 ・3番目の選択色

の 色相範囲が広か っ た こ とか ら全 て の色相配色が出現

して い た 。 全体的に は 、 子どもの 配色嗜好は中差〜類

似 配色に該当 した 。

2−2，紙工作作品 に 見 られ る色と形 の 影響

　土 台（台紙 ）の 上 に貼 り付 けた形 を具象形 （実験者か

ら見て 具象物を同定で きるもの ）、抽象形（具象物を同

定 で きな い もの ）の 大 き く2 分化 し分析 した 。 具象形の

表現に使わ れ た色を、男女別 に 見 る と表 2 に 示 す と お
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り男子、女子ともに共通 して出現 して い る形 と出現 し

て い な い形 が ある 。 男子は太陽と怪獣 、 女子 で は リボ

ン、昆虫系（蝶）、食物系（りん ご）などそれぞれ男女別

の 違 っ た形 と して 表 れ て い る。 性別に よる出現特徴か

ら、一
般的に男の子らしい 、女の子 ら しい といわれる

性差の 影響がよ み とれる 。 次に色を中心 に見ると、女

子の 中で は、食物系（りん ご）や ポス トを赤色系で 表現

し、 男子
・女子ともの 共通な形で は、植物系（葉や草）

を緑系 、 花を赤系とす るなどの常識的な色使いの もの 、

さらに家の 形 で は黄赤系の 色造形紙か ら作 られ た傾向
が多く見られた 。 固定色がな い ハ

ー
トや リボ ン の 形 の

色で は赤色系、星の形の色で は黄系の色造形紙の使用

が多 く見られた。 動物系の 形は男子 ・女子 ともに見ら

れたが、その 形か ら特定の 男子 で は動物の 種類を判断

するの は難 しい が 、 女子ではうさぎや熊など動物の特

徴を特定で きるも の が多 く、 使用され て い た色造形紙

は赤色、黄赤色が最も多か っ た 。 形は色か ら連想され

た関係あるもの と 、 色と形 の 関係が見当たる ことはな

い が、形 の 嗜好 が 強 く感 じ ら れたもの との両面が感 じ

られた 。

図 1

教師 予 濔色 と子 どもの 選 択 色 　　 　囲 教師

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □ 子 ど も

5 ．まとめ

　実験授業の結果、1番 目を選択した色造形紙は子 ど

もの 色の嗜好性 を知る手がか りと考えられ 、本調査で

は、男女ともに青 系統が選ばれた 。 2 ・3番目に選択

した色造形紙には、厂1番目に選択 した色造形紙に合

う、似合う」 と思う色を選択させ る こ とを条件と した

こ とか ら、こ こ で は潜在的な配色意識 を知る こ とが で

き、男子 で は青系、緑系、女子 で は赤系、黄系の 中差

ある い は類似色相配色が多 く見 られた 。 本研究で 行 っ

た紙工 作授業は、図画 工作担当教官によ っ て 行われた

が 、 種々の 制約によ っ て 実際の授業の 中で は行 っ た こ

とのな い 試み の授業で あ り、子 どもの 色彩嗜好 、造形

能力 、空間の 捉え方などを知る上 に貴重なデータを得

た 。 今後、子 どもの成長の 過程で の さまざまな体験は

色と形の造形活動にどの ように影響するの か、発達と

い う過程の 影響に つ い て 追跡 し、 中学年、高学年で の

色の使 い 方や形の 表現を分析 して い くこ とが今後の 課

題と いえよう 。
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　 　 　 　 　 　 　 匐 舎

形 子 使用 され た色 相 女 子 　 　用された 色

うずまき 赤、黄 赤、黄、臂紫
ハ
ー

ト 赤、黄 赤、膏 赤、黄赤、黄、緑 骨
星 赤、黄 黄、宵
人 物系 黄、緑、膏 黄 赤、宵

動物 系 黄赤、黄、緑、骨 赤、黄 赤、黄、黄緑 緑

植物 系 黄 赤、黄、緑 赤、黄 赤、黄、緑 青紫
魚系 禽 赤、黄赤、黄、緑 庶 紫

家 赤、黄 赤、黄、緑、宵 赤、黄 赤、黄、緑 青、紫

太 陽 黄、緑、胄
船 黄、臂

怪獣 黄、緑
リボン 赤、黄、臂

昆 虫系 緑 膏

食物 系 赤
建造 物 赤、黄 赤、紫
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